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東北ハイテク研究会講演会『スマート農業実証プロジェクトの取り組みから見るスマート農業普及

の可能性と課題』を、令和 4 年７月 13 日（水）に Online で開催しました。当日は全国各地から 82

名の参加者が集まり、活発な質疑討論が行われました。 

ニュースレター第 6２号では、このセミナーの概要についてお知らせします。 

 

 

 現在、ロボット、AI、IoT など先端技術を活用した「スマート農業」による日本農業のイノベー

ションを目指して農林水産省が旗を振り、全国各地でスマート農業実証プロジェクトが実施されてい

ます。この事業は、さまざまなスマート農業技術を実際に生産現場に導入し、２～3 年間にわたって

技術実証を行い、その経営効果を評価するという意欲的なものです。令和元年度から事業が開始され、

現在、全国 202 地区において実証が行われ、さまざまな効果や課題が確認されていますが、その全

体像を把握するのは困難です。今回の講演会は、これまで全国 10 か所以上でスマート農業実証ブロ

ジェクトにコンソメンバーとして参加し、マネージと経営データの収集・解析に従事している日本農

業サポート研究所代表の福田浩一さんをお招きして、「スマート農業実証プロジェクトの取り組みか

ら見るスマート農業普及の可能性と課題」について報告いただき、参加者の皆様と意見交換をしてい

ただく趣旨で企画しました。 

スマート農業実証プロジェクトの現場でご苦労されている福田さんの取り組みから、スマート農業

の普及の可能性と課題を掘り下げてみたいと考えています。 

 

 

日  時：令和４年７月１３日（水） １5：15～１6：45 

開催方法：Zoom ウェビナーによるオンライン開催 

主  催：農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 

        東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

 

 

演題：スマート農業実証プロジェクトの取り組みから見るスマート農業普及の可能性と課題 

演者：株式会社 日本農業サポート研究所 代表取締役 福田 浩一 氏 

 

(No.6２ 2022.７) 

セミナーの目的 

開催の日時と場所 

講  演  会 
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講演は、1）弊社のスマート農業プロジェクトの実績、２）スマート農業事業の実際、３）スマート

農業事業の評価、４）スマート農業普及の可能性と課題、５）スマート農業普及の条件、について各

地の事業支援実績に基づいて豊富なデータ・写真・動画を用いてわかりやすく、具体的に説明が行わ

れた。特に支援事例の紹介では、水田作、野菜作、施設園芸におけるスマート技術の導入事例とその

効果が紹介されるとともに、中山間地域におけるスマート技術導入、農機シェアリングの試み等が紹

介された。 

こうした支援事例に基づき、スマート農業の評価が実際の実証経営の経営データに基づいて評価さ

れるとともに、作業担当者の評価、生産者の評価視点でのスマート技術の評価、海外におけるスマー

ト技術導入の視点とわが国との違い、記帳実践の難しさ、収集データ活用の重要性などが指摘された

。さらに、スマート農業の課題として、生産者の意見が反映しづらい、代表者・進行管理者と生産者

とのコミュニケーション不足、現在のスマート技術は小規模経営では導入しづらいといった点が指摘

された。 

 

講演と質疑討論の内容 
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最後にスマート農業を普及するためには、比較的安価で扱いやすい機器の開発とデジタル化の必要

性、安価なデータ収集機器・解析システムの開発、比較的低コストでできる加工・販売のスマート化

の推進、スマート農業支援人材の育成、生産者のニーズ・課題に基づいてスマート技術導入を設計す

ることが重要であることが強調された。 

 

福田氏の講演を受けて活発な質疑討論が予定時間を上回って行われた。特に地域の生産基盤条件や

農家の特性に従ったスマート技術の選定方法、中山間地域におけるスマート技術の効果的な活用方法、

労力節減だけでなく収量向上・品質向上による収益確保の重要性、農家の意見を聞いて技術の改良を

行うことの重要性について質疑討論が行われた。 
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なお、本セミナーに関する資料を当研究会の HP（下記 URL）に掲載していますので、ご参考にし

ていただければ幸いです。 

https://tohoku-hightech.jp/seminar.html 


